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4.  

 ⅜ ⌐⌂∫≡ ╩ ╘√

Ɽ♇◔⁸│☺כ ⌐ ⇔√

ⱪ꜡ⱨ□▬ꜟ≤ ╦∑≡⁸ ↕∑╢

① 子ども・若者 ② 勤務・経営

③ 生活困窮者 ④ 無職者・失業者

⑤ 高齢者 ⑥ ハイリスク地

⑦ 震災等被災地 ⑧ 自殺手段

地域自殺実態プロファイルの分析に基づく地域特性の把握と課題の整理

地域特性に最適化された効果的な地域自殺対策計画を策定する

地域自殺対策政策パッケージを活用した計画策定の方向性の確認

① 地域におけるネットワークの強化

② 自殺対策を支える人材の育成

③ 住民への啓発と周知

④ 生きることの促進要因への支援

⑤ 児童生徒のSOSの出し方に関する教育

基本パッケージ 重点パッケージ

人口規模を考慮した施策の検討 重点パッケージの中から最適の施策群を選択

基本パッケージに加えて地域の特性に対応する重点パッケージを選択して計画を立案する
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